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目

攻
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ノ

、

ノ

一
緒
言
、
二
取
穫
聾
凶
の
測
定
、
三
米
債
の
季
節
的
費
動
、
長
期
療
動
傾
向
魁
に
循
環
境
取
の
測
定
、
四
常
年
目
牧

f
・

、

，
t
、

f
、

r、

穫
高
は
米
債
に
封
し
、
英
の
年
の
何
月
よ
り
影
響
を
及
ぼ
し
、
英
白
影
響
は
何
時
開
迄
緩
く
か
。
収
穫
高
と
米
債
と
の

闘
係
を
研
究
ナ
る
に
際
し
、
と
る
べ
き
米
債
は
何
月
よ
り
何
月
迄
を
年
度
と
す
る
年
平
均
を
選
ぶ
べ
き
か
。
回
米
債
の

-
矯
勤
よ
り
一
般
物
債
竣
鋤
の
影
響
を
除
却
ナ
る
前
提
と
し
て
の
、
日
銀
物
慣
指
数
白
吟
味
、
品
以
に
之
が
幾
何
平
均
へ
の

一
、
‘
，
d

、‘，
J

戸
探
算
、
六
収
穫
高
と
米
債
と
の
皐
相
関
々
係
並
に
多
元
相
関
々
係
の
測
定
、
七
結
言

〆

〆

，

‘

、

，

，

、

牧
穫
の
豊
凶
が
米
債
に
謝
し
て
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
か
は
、
云
ふ
ま
で
も
な
く
、
我
が
園
民
経
済
上
最
も

重
要
に
し
て
、
且
つ
興
味
深
き
問
題
で
あ
る
。
蓋
し
作
柄
の
豊
凶
は
、
米
債
に
及
ぼ
す
麗
動
を
通
じ
て
、
直
接
生

産
者
た
る
農
民
の
購
買
力
に
影
響
し
、
ひ
い
て
我
圃
商
工
業
界
の
景
気
盛
動
に
も
相
営
の
影
響
を
及
ぽ
す
か
ら
で

収
穫
高
と
米
債
と
の
関
係

第
三
十
三
巻

七
五

第
一
披

七
五



救
護
高
と
米
債
と
の
閥
係

第
三
十
三
巻

七
六

第
一
披

七
六

あ
り
、
ま
た
国
民
全
般
よ
り
す
る
も
、
米
の
消
費
者
と
し
て
、
収
穫
の
豊
凶
に
最
大
の
閥
心
を
有
つ
か
ら
で
あ
る
。

今
日
に
於
て
は
固
よ
り
牧
穫
高
の
全
部
は
、
商
品
化
さ
る
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
牧
穫
高
は
直
接
米
債
を
決
定

す
る
供
給
額
で
あ
る
と
は
云
ひ
特
な
い
。
併
し
農
家
に
於
て
自
家
用
に
消
費
さ
る
べ
き
米
と
雄
も
、
或
は
強
き
或

は
弱
き
潜
在
的
な
る
供
給
力
と
し
て
存
在
す
る
限
り
、
米
債
に
劃
し
何
等
か
の
影
響
を
及
ぼ
3
4
7

に
は
ゐ
な
い
で

あ
ら
う
。
勿
論
牧
穫
高
炉
米
慣
に
及
ぽ
す
影
響
は
、
時
代
に
よ
っ
て
異
ら
、
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
っ
て
、
昔
日
の

如
〈
米
慣
が
唯
一
の
諸
物
債
の
中
心
を
な
し
、
且
つ
米
に
劃
す
る
農
民
の
自
給
部
分
が
比
較
的
多
き
場
合
に
於
て

は
、
枚
慢
の
瞳
閣
が
米
慣
に
及
ぼ
す
影
響
ほ
甚
ピ
犬
伝
ち
と
唯
色
、
十
日
の
畑
〈
米
閣
の
嘩
動
hF
決
定
ず
る
悶
子

は
極
め
て
多
種
多
様
と
な
り
、
加
ふ
る
に
朝
鮮
米
、
毒
漕
蓬
莱
米
の
如
き
、
品
質
に
於
て
内
地
米
に
比
し
て
、
傍

り
劣
ら
玄
る
米
が
移
入
さ
る
る
事
情
の
下
に
於
て
は
、
内
地
米
の
牧
種
高
と
米
債
と
の
閥
係
は
、
昔
日
に
比
し
て

幾
分
薄
ら
ぎ
た
る
こ
と
は
、
之
を
否
定
す
る
を
得
な
い
で
あ
ら
う
。
さ
れ
ど
日
本
米
は
殆
ん
ど
全
部
、
内
地
に
於

て
消
費
ぎ
る
る
商
品
な
る
が
故
に
、
か
の
世
界
的
食
糧
口
聞
と
な
れ
る
小
委
に
比
し
て
、
枇
種
高
が
債
格
に
及
ぽ
す

影
響
は
筒
ほ
大
な
り
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
の
こ
と
は
、
昨
年
の
稀
有
の
大
豊
作
が
米
債
の
大
暴
落
を
惹
起

し
、
所
謂
『
聾
作
飢
僅
』
を
惹
起
せ
る
事
情
に
徴
し
て
も
瞭
ら
か
で
あ
ら
う
。
米
債
決
定
の
原
因
は
多
々
あ
り
と
雄

色
、
そ
の
内
の
一
原
因
に
し
て
、
ぞ
れ
が
他
に
比
し
て
強
大
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
盆
々
実
の
原
因
と
結
果
と
の
関

係
は
鮮
明
に
表
は
る
る
色
の
で
あ
る
。
恰
も
多
敷
の
柴
器
を
用
ゐ
て
奏
せ
ら
る
る
管
粒
築
の

y
ズ
ム
を
、
間
半
に
グ

ラ

y
、
不
ツ
ト
の
高
鳴
る
響
に
よ
っ
て
聞
き
分
け
得
る
が
如
〈
で
あ
る
。

か
く
の
掬
〈
収
穫
の
豊
凶
が
米
領
決
定
の
主
要
原
因
七
る
こ
と
は
之
を
桓
み
特
子
、
ま
た
収
穫
の
豊
凶
が
米
債



ぞ
通
じ
て
圃
民
経
梼
上
に
及
ぽ
す
影
響
は
極
め
て
大
で
あ
る
か
ら
、
牧
穫
高
と
米
債
と
の
閥
係
に
就
て
の
研
究

は
従
来
に
於
て
も
決
し
て
少
な
く
は
な
か
っ
た
。

(
註
)
米
債
と
収
穫
高
と
の
関
係
に
就
て
、
大
正
元
年
以
来
焚
表
さ
れ
た
研
究
に
は
、
忍
の
知
る
範
囲
に
於
て
究
白
知
き
も
の
が
あ
る
。

山
円
高
田
博
士
、
米
の
望
凶
と
米
債
(
経
済
論
叢
・
第
一
巻
二
披
、
大
正
四
年
八
月
)

仰
河
田
博
士
、
き
ん
円
、
の
法
則
と
米
悲
債
(
経
清
論
議
、
第
阿
且
官
五
放
、
大
正
穴
年
五
月
〉

mw
稲
垣
博
士
、
最
小
律
の
展
開
漸
減
則
の
充
賞
(
第
五
章
第
三
節
、
米
債
調
節
目
標
準
債
を
求
む
る
計
算
、
大
正
七
年
七
月
〉

山
間
猪
同
事
主
、
米
自
収
穫
高
と
債
格
と
の
閥
係
(
経
海
底
十
論
集
、
第
=
一
巻
二
務
、
大
正
十
三
年
九
月
)

仰
東
恒
吉
氏
、
米
債
嘘
動
の
研
究
(
帝
園
農
舎
報
、
第
十
七
品
世
間
披
、
昭
和
二
年
四
月
)

出
川
勝
賀
綱
島
・
士
、
米
債
の
問
問
動
止
其
の
影
響
(
農
業
経
務
研
究
第
一
-
一
巻
二
就
、
昭
和
二
年
五
月
)

山w
k
か
曙

t
、
日
木
川
川
端
門
川
川
完
〈
矯
一
三
日
干
惜
M

-

縮
、
供
給
と
吻
償
、
昭
利
一
二
停
二
川
〉

仰
木
下
茂
氏
、
米
債
場
動
の
統
計
的
研
究
(
園
民
経
時
間
雑
誌
、
第
四
十
五
巻
一
披
、
二
披
、
昭
和
三
年
七
月
、
八
月
〉

山
川
西
津
撃
士
、
米
穀
法
貨
績
調
査
(
九
一
ー
'1i九
七
頁
、
昭
和
五
年
九
月
)

在
は
此
等
多
く
の
精
細
綿
密
な
る
研
究
が
存
す
る
に
拘
ら
守
、
牧
護
高
と
米
債
と
の
関
係
に
つ
い
て
.
研
究
を

進
め
る
の
は
、
此
の
閣
題
炉
我
が
岡
民
艦
樺
上
、
殊
に
農
業
経
梼
上
重
要
で
あ
る
だ
め
と
、
私
の
研
究
が
、
其
の

方
法
と
結
果
と
に
於
て
、
従
来
の
研
究
に
比
し
て
、
脚
h
y
異
な
る
馳
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。

ーー

牧
穫
の
豊
凶
が
米
債
に
及
ぼ
す
影
響
を
研
究
す
る
に
際
し
て
、
先
つ
牧
穫
の
豊
凶
を
算
出
す
る
所
の
基
準
た
る

べ
き
平
年
作
を
決
定
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
従
来
此
の
黙
に
闘
し
、
官
躍
の
採
用
せ
る
基
準
作
は
次
の
三
様
で

あ
っ
た
。牧

穫
高
と
米
債
と
の
関
係

第
一
ニ
+
=
一
巻

七
七

第

就

七
七



崎
明
夜
蔵
、
と
米
債
と
白
関
係

第
三
十
=
一
巻

第

競

七
八

七

/¥ 

付
過
去
五
箇
年
聞
に
於
け
る
中
庸
の
作
柄
を
以
て
、
平
年
牧
穫
高
と
す
る
こ
と
(
現
今
農
林
省
の
採
用
し
つ
つ

あ
る
標
準
)
。

吋
前
年
記
の
七
ヶ
年
間
に
於
げ
る
最
豊
最
凶
の
ニ
ヶ
年
を
除
き
た
る
五
ヶ
年
間
の
算
術
卒
均
牧
穫
高
を
以
て
、

卒
年
牧
雄
高
と
な
す
こ
と
(
大
正
十
五
年
割
前
に
於
て
農
商
務
省
の
採
用
せ
る
も
の
)
。

什
五
年
又
は
十
年
聞
の
枇
種
平
均
を
以
て
、
業
の
閣
の
平
年
作
枇
穫
高
と
な
す
こ
と
(
農
商
務
省
『
米
に
闘
す
る

調
査
』
に
は
此
の
平
均
を
掲
ヤ
)
。

イ
の
吋
巾
騰
の
作
叩
怖
い
と
は
、
消
一
公
正
仰
聞
の
作
叩
刊
の
強
柵
平
均
ヤ
一
市
や
も
の
な
h
，ゃ、
h

ょ
に
は
メ
ゲ
イ
叩
ソ
ザ
74r

意
味
す
る
も
の
な
り
や
瞭
ら
か
で
な
い
。
何
れ
に
す
る
も
単
な
る
五
筒
年
の
平
均
を
円
以
て
し
で
は
、
到
廃
業
の
長

年
的
傾
向
を
表
現
す
る
に
は
不
充
分
で
あ
る
。
加
之
刊
を
以
て
過
去
五
箇
年
の
牧
穫
高
の
算
術
中
均
と
解
す
る
限

り
、
、
円
の
方
法
に
よ
る
場
合
と
同
じ
く
、
豊
作
の
み
多
く
し
て
附
作
少
き
結
果
と
な
り
、
事
賓
の
豊
凶
と
相
合
せ

ぎ
る
こ
と
と
な
る
。
蓋
し
我
国
の
人
口
は
年
々
増
加
し
、
之
に
相
府
ぜ
ん
が
七
め
に
耕
作
面
積
の
繍
強
、
農
業
技

術
の
進
歩
改
善
が
行
は
る
る
結
果
、
年
々
の
牧
穫
は
漸
墳
の
傾
向
を
一
市
す
。
従
て
過
去
五
年
又
は
七
年
の
卒
均

は
、
天
候
が
普
通
に
順
営
な
る
作
柄
.
即
ち
卒
年
作
に
於
け
る
其
年
の
牧
穫
高
よ
り
も
梢
小
な
る
を
常
と
す
る
か

ら
で
あ
る
。
ぺ
の
方
法
に
よ
る
と
き
は
五
年
又
は
十
年
の
初
め
の
部
分
に
割
合
同
作
多
〈
司
後
の
部
分
に
割
合
に

豊
作
多
き
こ
と
と
な
り
て
.
計
算
上
の
豊
凶
と
貰
際
上
の
豊
凶
と
一
致
せ
ま
る
憾
が
あ
る
。
そ
れ
は
上
過
の
理
由

に
よ
り
、
年
々
の
牧
穫
高
炉
一
般
に
増
加
す
る
傾
向
を
示
す
か
ら
で
あ
る
。

右
の
三
方
法
に
反
し
、
移
動
平
均
法
を
用
ゆ
る
と
き
は
.
之
に
依
て
年
々
の
収
穫
増
加
を
掛
酌
し
特
る
の
み
な

F
i
t
-
P
L
i
i
:
 

農務棄纂第三十三、米に闘する調査、大豆元年九月、同第五十芸、米に闘す
る調査、大正

2) 高田博士、米一且日』…問、山山町-~. 幽一一一
西海基一氏、平ftの決定陀統て{経済時報第三巻ー盟主、 p.84以下)
山田高吾兵遺稿、米慣白研究、第一章二館、 L米白救護統計白更正と塑凶定
書l'参照。



ら
中
、
之
に
よ
っ
て
特
ら
る
る
卒
均
は
一
定
期
間
に
共
通
せ
る
固
定
的
の
も
の
で
な
い
か
ら
、
上
連
の
三
方
法
の

有
す
る
棋
駈
を
除
却
す
る
こ
と
を
得
る
。
併
し
此
の
方
法
に
よ
る
色
、
豊
凶
の
高
低
を
完
全
に
相
殺
す
る
に
足
る

年
数
を
選
ぶ
を
要
す
る
。
我
国
過
去
の
米
収
穫
豊
凶
の
跡
よ
り
考
ふ
れ
ば
、
平
年
作
と
し
て
は
、
五
筒
年
の
移
動

平
均
を
以
て
し
て
は
向
ほ
不
完
全
で
あ
っ
て
、
少
く
と
も
七
箇
年
の
移
動
卒
均
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
唯
こ

の
移
動
平
均
に
よ
れ
ば
、
之
に
件
ふ
不
可
避
的
な
る
障
害
と
し
て
、
調
査
期
間
の
前
後
敷
ヶ
年
の
卒
年
作
を
決
定

し
特
ぎ
る
不
都
合
を
生
や
る
。

此
の
移
動
卒
均
仁
よ
る
映
貼
を
見
れ
る
に
め
、
最
小
自
乗
誌
に
よ
る
算
出
訟
を
用
ゆ
る
ご
と
や
}
得
る
。
此
の
方

法
に
よ
る
色
、
直
線
bι

営
彼
h
u
ぺ
き
か
、
又
は
更
に
高
次
の
抽
物
線
を
常
僚
か
べ
き
か
が
問
題
と
な
る
。
明
治
三

十
二
年
よ
h
ノ
昭
和
四
年
に
至
る
、
過
去
三
十
一
筒
年
の
欣
穫
高
を
見
る
に
、
大
正
九
年
迄
は
直
線
的
上
昇
傾
向
を

示
す
も
.
同
年
を
境
と
し
て
、
そ
れ
以
後
の
牧
雄
高
の
増
加
は
、
従
前
に
比
し
て
甚
だ
綾
漫
な
る
上
昇
、
否
寧
ろ

多
少
停
滞
の
朕
況
を
呈
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
我
が
米
作
経
済
が
既
に
行
詰
れ
る
も
の
と
考
へ
ら
る
る
所
以
に
し
て
、

之
が
原
因
は
果
し
て
何
港
に
存
す
る
か
は
、
我
邦
農
業
粧
梼
上
極
め
て
重
大
な
る
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
が
解
明
は

之
を
他
日
の
機
曾
に
譲
る
こ
と
と
す
る
が
、
右
の
理
由
に
よ
っ
て
、
吾
々
は
最
小
自
乗
法
を
用
ゆ
る
と
し
て
も
、

直
緯
を
用
ゆ
る
を
得
な
い
。
故
に
私
は
牧
穫
高
の
長
期
趨
勢
線
と
し
て
二
次
拠
物
線
を
選
ぶ
を
最
も
通
営
で
あ
る

と
信
や
る
。
今
右
の
三
十
一
箇
年
の
材
料
に
封
敷
二
女
拠
物
線
。
。

z
u
=
s
N
g
+
2
8∞
stig--58YM)持

を
営
俵
め
て
、
各
年
に
劃
す
る
平
年
作
を
算
出
し
、
之
と
質
牧
穫
と
の
割
合
よ
り
し
て
、
各
年
の
豊
凶
の
程
度
を¥

 

算
出
す
れ
ば
究
表
の
如
く
な
る
。
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第
一
就

七
九

。次表の救護高は農林省農務局、米較要噴:(昭和六年一月)による。
勢大正三年老原誌とナ品。
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昭和

右
に
よ
っ
て
推
測
せ
ら
れ
た
る
昭
和
五
年
度
の
一
割
二
分
二
一
埋
の
大
豊
作
は
、
我
々
の
記
憶
に
新
な
る
蕗
と
完
全

に
一
致
す
る
こ
と
を
知
る
で
あ
ら
う
。

一ー一

米
の
牧
穫
高
と
米
債
と
の
開
係
を
究
な
る
に
際
し
、
先
づ
我
々
は
或
る
年
の
股
櫨
高
が
、
何
時
頃
よ
り
米
の
債

格
に
封
し
て
影
響
を
及
ぽ
す
も
の
で
あ
る
か
、
叉
其
の
影
響
は
何
時
頃
迄
措
く
・
も
の
で
あ
る
か
、
統
計
準
上
に
所

調
「
時
の
速
さ
」
?
"
と
、
或
は
「
時
の
遁
れ
」
(
一
括
)
を
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

そ
れ
は
、
豊
凶
と
米
債
と
の
関
係



ぞ
考
究
す
る
に
際
し
、
豊
凶
と
劃
比
す
べ
き
米
債
は
、
前
年
の
九
月
一
日
よ
h
ノ
営
年
の
八
月
末
日
迄
を
年
度
と
す

る
一
年
間
の
平
均
米
債
を
採
る
べ
き
か
、
又
は
前
年
の
十
一
月
一
日
よ
り
営
年
十
月
末
日
迄
を
年
度
と
す
る
所
調

米
穀
年
度
に
よ
る
平
均
米
債
を
採
る
べ
き
か
、
或
は
他
の
年
度
に
よ
る
卒
均
米
債
を
採
る
べ
き
か
が
、
ぬ
問
ほ
未
決

の
問
題
に
る
か
ら
で
あ
る
。
期
米
(
大
阪
堂
鳥
取
引
所
の
)
相
場
と
牧
穫
高

E
の
関
係
に
就
て
は
、
既
に
木
下
氏
の
詳
細

な
る
統
計
的
貫
謹
が
あ
り
、
期
米
に
於
て
は
慨
に
九
月
に
於
け
る
米
債
の
高
低
は
、
専
ら
業
の
年
の
作
柄
如
何
を

反
映
し
て
ゐ
る
も
の
と
言
ふ
こ
と
が
出
来
る
》
従
て
期
米
相
場
と
作
柄
の
豊
川
と
の
開
係
を
研
究
す
る
に
は
、
前

年
九
月
一
日
よ
り
嘗
年
八
月
末
日
迄
を
一
ヶ
年
と
す
る
年
平
均
米
債
を
選
ぶ
を
至
営
と
す
る
。
き
れ

E
此

の

事

は
b

直
ら
に
正
米
(
深
川
〉
柵
場
に
疏
℃
、
無
燦
件
に
m
k
常
す
る

r
あ
ら
う
か
。
私
は
此
の
鮎
に
枕
zr

大
い
な
み
聴

聞
を
有
っ
。
之
れ
、
古
〈
よ
り
、
正
米
債
格
に
も
右
の
年
度
を
採
る
を
安
嘗
と
す
る
と
い
ふ
山
田
氏
の
『
米
債
の

研
究
〕
の
存
す
る
に
拘
ら
や
、
誌
に
新
に
此
の
酷
を
吟
味
せ
ん
と
試
み
る
所
以
で
あ
る
。

之
は
如
何
な
る
方
法
に
よ
っ
て
行
は
れ
得
る
か
。
吾
々
は
観
測
せ
ん
と
す
る
米
債
の
現
買
値
の
系
列
よ
り
、
永

年
傾
向
と
季
節
的
費
動

2
を
測
定
し
、
而
し
て
之
を
除
却
す
石
。
か
く
し
て
米
債
の
循
環
的
聾
動
を
測
定
す
る
。

詳
言
す
れ
ば
月
々
の
米
慣
が
趨
勢
値
に
劃
す
る
百
分
比
を
算
出
し
、
更
に
之
よ
り
季
節
的
盤
動
を
除
去
せ
る
米
債

の
月
々
の
閥
係
的
偏
差
を
求
め
る
。
斯
く
し
て
第
一
表
記
載
の
牧
穫
高
と
之
に
封
躍
す
る
各
年
各
月
の
米
債
の
開

係
的
偏
差
と
を
封
照
し
、
そ
れ
よ
り
求
め
た
る
相
関
係
数
の
絶
劃
値
の
大
小
を
比
鞭
す
れ
ば
宜
し
い
。

故
に
我
々
の
研
究
は
、
先
づ
第
一
に
米
債
の
季
節
的
盤
動
を
求
む
る
こ
と
よ
り
始
ま
る
が
云
ふ
迄
も
な
〈
物
債

、』ノ

の
季
節
的
盤
動
指
数
の
算
出
法
と
し
て
は
、
↑
算
術
平
均
法

(
E
P
E
E
n
-
z同
日
。
『
自
主
r
q
M
P
E
m
)
色
移
動
卒
均
法

第

一

波

八

一

収
穫
高
と
米
債
と
の
関
係

第
三
十
三
巻

i¥ 

木下茂氏、米償費動白統計的研究(園民粧晴雑誌第45巻Z罰君、 2披)
山田氏、米慣白研究、 p.'5-

'
9 

Mills， !;tatistical methnds， Chap. vrII. ji野!

1) 
2) 
3) 
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若 者 高
と

日 品件

冨~ fl員
一 & と品、~ tD 

E(云)寝
ロ=
出 官民

法

第
三
十
三
巻

i¥ 

第
一
斑

i¥ 
の
四
方
法
が
あ

一
一
般
に
使

(官庁

-za
。ご
E
F
月

-55}、
趨
勢
比
法
(
〉
〈
3
何
百
回

E
r
a
z
z
-
)

、‘，J

、、，F

る
。
巴
は
の
方
法
と
し
て
知
ら
れ
、
固
と
共
に
最
も
合
理
的
な
る
方
法
と
し
て
、

rs

、、

用
き
る
〉
所
で
あ
る
。
在
は
先
づ

F
2
3国
の
蓮
鎖
措
に
基
い
て
、
明
治
三
十
三
年
一
月
よ
り
昭
和
五
年
十
二
月

に
至
る
、
深
川
正
米
市
場
の
内
地
玄
米
中
米
標
準
相
場
の
毎
月
平
均
相
場
よ
り
、
米
債
の
季
節
的
撞
動
指
敷
を
求

h
u
れ
ば
左
の
如
く
な
る
。

第二表 米債の季箱崎費動指数

(Pe目 on笛)の連銀法による

官官的事量
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敬

動

一 月 100.:~ 100.00 ]00目。。

月 101.0 101.00 100.69 一

一一 月 100.3 100.68 

四 月 100.5 101.81 100.88 

3i 月 100.8 102.62 101.38 

-ノb、月 101.6 104.27 102.70 一]

七 月 103.0 107.39 105.45 ] 

/¥ 月 102.2 109.76 107.45 

大ふ 月 9D.0 108.s6 106.05 」

十 月 98.0 104.56 

十一月 97.5 104.78 101.64 

十ニ月 >18.7 103.4:1 100.01 

月 103.72 100.00 

米債の季節的蓄量動に就ては、久保山千里氏、米穀販責の合理化〈農業績梼祈
究第6巻3披)京国克郎氏、米慣由季節的餐!lWに閲する統計的研究(経済研究
第5巻z蹴〉に夫々綿密なる椀究がある。



究
に
趨
勢
比
法
に
よ
っ
て
米
債
の
季
節
的
盤
動
指
数
を
求
め
る
υ

こ
れ
に
は
後
遁
の
理
由
に
よ
り
・
明
治
三
十

三
年
乃
至
大
正
五
年
を
第
一
期
と
し
、
大
正
十
年
乃
至
昭
和
五
年
を
第
二
期
と
し
、
雨
期
の
季
節
的
盤
動
指
離
を

別
々
に
求
な
る
こ
と
と
す
る
。

米債の季節的費動指!~争

(趨勢比法による)
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明
治
三
十
三
年
乃
至
大
正
七
年
(
米
殺
年
度
に
よ
る
)
白
材

牧
穫
す
向
と
米
債
と
の
関
係

》Q
U
 

105.0 

日;.3

。。。
101.4 

104.5 

103.9 103.4 

100.2 

Di.3 

101.:1 

80.5 均

七

i¥. 

月

月

月

月

月

月

月

月

月

十月

十一月

十二月

卒

あー

ム
ノ、

四

九

第
三
十
三
容

i¥. 

第
一
蹴

A 



収
穫
高
と
米
債
と
の
関
係

第
三
+
三
容

第

披

i¥. 
VLl 

i¥. 
四

料
に
常
絞
め
た
る
、
調
数
直
線

-
3悶
司
リ
]
]
担
叶
日
司
凶
品
ー
+
=
三
日
(
三
日

M

を
と
る
。
但
し
明
治
四
十
二
年
を
原
動
と
す
る
。

第
二
期
に
輔
副
ナ
る
米
債
の
趨
勢
線
と
し
て
は
、
大
正
七
年
乃
至
昭
和
五
年
(
米
穀
年
度
に
よ
る
)
白
期
間
に
嘗
絞
め
た
る
、
調
数
直
線
-
兵
『

H

H

印怠コヨ
l
-・2
き
号
日
目
白
闘
を
と
る
。
但
し
大
正
十
=
一
年
を
原
監
と
す
る
。

斯
〈
の
加
く
、
米
債
は
新
穀
出
廻
hJ
期
に
低
く
、
端
境
期
に
向
っ
て
漸
衣
上
昇
す
る
傾
向
を
示
し
て
ゐ
る
。
之
れ

生
産
の
時
季
直
後
に
於
て
は
、
自
然
、
供
給
は
大
で
あ
り
、
従
て
債
格
は
下
落
せ
ゴ
る
を
得
な
い
が
、
端
境
期
に

な
る
と
供
給
は
漸
衣
少
く
な
る
し
、
叉
そ
れ
迄
米
を
保
存
す
る
に
は
倉
敷
料
及
び
金
利
伝
必
要
と
す
る
た
め
に
、

生
産
者
は
相
官
米
慣
が
高
く
あ
る
ピ
め

J

ら

rmれ
ば
、
貰
み
り
放
な
た
グ
る
に
事
〈
現
象
で
あ
ら
う
。

次
に
米
債
の
長
期
麗
動
傾
向
を
求
め
、
之
よ

h
し
て
、
月
々
の
現
寅
米
慣
が
其
の
趨
勢
佐
に
封
す
る
百
分
兆
を

求
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
此
の
際
、
普
通
一
般
に
用
ゐ
ら
る
る
日
銀
卸
買
物
慣
指
数
を
以
て
米
債
を
除
し
、
一
一
般

物
債
麗
動
の
影
響
を
除
却
せ
る
米
債
古
島

E
)
を
以
て
研
究
の
劃
象
と
す
る
と
き
は
、
米
債
(
o
m
E
己
主
の
年
々
の

捷
動
は
左
桂
激
し
か
ら
示
、
従
て
其
の
長
期
盤
動
傾
向
は
最
小
自
伊
東
法
に
よ
っ
て
算
出
せ
る
直
線
又
は
二
次
地
物

線
に
よ
っ
て
容
易
に
求
め
得
る
も
、
併
し
後
に
越
ぷ
る
諸
理
由
に
よ
り
、
そ
の
慌
の
日
銀
物
慣
指
数
を
以
て
米
偵

を
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
般
物
債
種
勤
の
影
響
を
除
却
せ
ん
と
す
る
は
、
完
全
な
る
方
法
と
云
ふ
を
得
F
る

が
故
に
、
普
通
研
究
の
封
象
と
な
る
米
債

(
E
Z
E
)
を
其
の
億
五
に
採
用
す
る
を
得
な
い
。
然
る
に
現
貫
米
債
を

研
究
の
劃
象
と
し
て
と
る
限
り
、
我
圃
過
去
の
現
貫
米
債
は
、
其
の
撞
動
が
齢
り
に
波
欄
曲
折
に
富
な
が
故
に
、

明
治
三
十
三
年
よ
り
昭
和
五
年
迄
を
一
期
と
し
て
取
扱
ふ
限
り
、
偲
A
7
如
何
に
高
突
の
抽
物
線
を
算
出
す
る
も
、

之
に
言
す
る
も
の
を
得
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る

0
1

故
に
悲
に
は
右
期
聞
を
二
期
に
分
ち
、
明
治
三
十
三
年
よ

場
、
六

mb円
台
晩
、
ゐ
昨
附
民
L
町
出
捻
r
r
r
ρ
k
h
L
t

拙稿、米穀D 需要に就て(経済論議第32巻 E競 p- '44--146参照)1) 



り
大
正
六
年
末
迄
の
十
八
箇
年
を
前
期
と
し
、
大
正
十
年
よ
り
昭
和
五
年
末
迄
の
十
箇
年
を
後
期
と
し
て
、
別
々

に
研
究
を
進
め
る
。
而
し
て
前
期
に
封
し
て
は
、
明
治
三
十
三
年
乃
至
大
正
七
年
の
期
間
の
材
料
に
営
骸
め
た
る

罰
敷
直
線
(
-
。

2
H
Z∞

吋

gur--E=?)
よ
ち
、
毎
年
の
米
慣
に
罰
す
る
趣
勢
値
を
算
出
す
る
。
而
し
て
後
期

に
劃
し
て
は
、
大
正
七
年
よ
り
昭
和
五
年
の
材
料
に
営
飯
め
た
る
封
敷
直
線
合
兵
『

H
Z
E
4
4由

Il--gg良
心
よ

り
各
年
の
米
債
に
劃
す
る
趨
勢
値
を
算
出
す
る
。
而
し
て
後
期
に
劃
し
て
は
、
大
王
七
年
以
降
の
材
料
よ
り
趨
勢

値
を
算
出
せ
る
は
、
大
正
九
年
を
境
と
し
て
米
慣
が
今
日
迄
漸
落
の
傾
向
に
向
ひ
つ
つ
あ
る
が
故
に
、
大
正
十
年

以
後
の
材
料
よ
り
算
出
す
る
よ
り
も
通
営
L
」
信
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
斯
く
し
て
得
た
る
年
計
較
に
劃
す
る
趨
勢
値

よ
ト

d
b

庇
料
的
折
入
怯
ド
杭
一
円
ノ
可
畑
、
名
月
m
U
4
A
僻
仁
劃
J
Q

一
ぷ
鵡
勢
制
ey
算
出
す
る
こ

2
を
符
ヲ
心
。
耐
し
て
此
の
毎

月
の
現
貫
米
債
に
劃
す
る
趨
勢
値
(
正
常
米
債
)
を
以
て
、
毎
月
の
現
貫
米
債
を
除
し
て
、
米
債
の
長
期
麗
動
傾
向

営
除
却
す
れ
ば
、
現
質
米
債
の
、
趨
勢
値
に
封
す
る
、
百
分
比
一
か
得
ら
れ
る
。
主
一
〉

計
算
の
基
礎
た
る
累
年
各
月
白
米
償
、
之
が
趨
勢
値
た
る
正
常
米
領
、
設
に
月
々
の
米
債
が
趨
傍
値
に
封
す
る
百
分
比
等
の
持
表
は
、

薮
に
は
掲
載
す
る
こ
と
を
省
略
す
る
。

〈
註
-
〉

既
に
米
債
の
季
節
的
接
動
指
数
は
、
第
二
表
の
如
〈
算
出
し
た
る
が
故
に
、
米
債
の
月
次
循
環
趨
動
は
、
直
ち

に
之
を
算
出
す
る
こ
と
を
得
る
。
郎
ち
毎
月
の
米
慣
が
趨
勢
値
に
罰
す
る
百
分
比
を
、
第
二
表
掲
載
の
季
節
的
接

動
指
敷
を
以
て
、
補
正
す
れ
ば
宜
い
の
で
あ
っ
て
、
之
を
求
む
れ
ば
第
四
表
記
載
の
戴
値
を
得
る
。
(
註
二
)

(
盟
二
)

月
々
の
米
債
の
賓
際
値
を

y
、
趨
勢
値
を

o
、
季
節
的
努
動
指
般
を
b

と
す
れ
ば
、
補
正
さ
れ
た
米
債
の
関
係
的
偏
差
(
月
次
的
循
環
境

動
耳
、
山
人

S
l
図
の
公
式
に
よ
ヲ
て
得
b
れ

U
。

穫
牧
高
と
米
債
と
の
閥
係

第
三
十
三
巻

i¥. 
五

i¥. 
五

第
一
就

制

%
U
Y
Jゆサヮ
AV

l¥1ills， Statistical methods， p.p 329-342参照
Warren 日.Persons， Correlation of time日 n巴云 (in Ri(~tz ， Handbook of mathe-
matical statistics p. '51.) 
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穫
高
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の
関
係

第
一
日
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前
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後

期

四

今
や
我
々
は
或
る
年
の
収
穫
高
は
、
何
時
頃
よ
り
米
慣
に
劃
し
影
響
を
及
ぽ
す
も
の
で
あ
る
か
、
又
其
の
影
響

は
何
時
頃
迄
績
く
も
の
な
る
か
を
考
究
す
べ
き
段
階
に
達
し
た
。
我
々
は
第
一
表
に
よ
っ
て
得
た
る
牧
穫
高
の
開

係
的
偏
差
と
、
第
四
表
記
載
の
累
年
各
月
の
米
債
に
於
け
る
補
正
せ
る
閥
係
的
偏
差
と
を
封
照
し
、
ぞ
れ
よ
り
求

め
た
る
相
関
係
敷
の
結
劃
値
の
大
小
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
之
を
解
明
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

A
1
雨
者
の

関
係
的
偏
差
よ
り
し
て
、
明
治
三
十
三
年
乃
至
大
正
六
年
と
.
大
正
十
年
乃
至
昭
和
五
年
と
の
雨
期
間
に
於
け

る
、
相
関
々
係
を
測
定
す
れ
ば
第
五
表
記
載
の
敷
値
を
得
る
。

収
穫
高
と
米
債
と
白
関
係

第
三
十
三
巻

第

披

ヘ
七

凡
七
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米
債
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米の収覆高と某の前後数十ヶ}!i，~各月米債と白相関係数回比陵

、，ノ年六正大一

闘

激

年

相

係

三

¥
h
yノ

↑

O
月

日
一
一
を
各

自
月
る
位

肘
穫
す
順

G
牧
止
の

期

J

べ

前

月

〆‘、

(A) 

第五表

(E)後期(大正十年一一昭和五年)

∞(惇3ぷ)縛
のl順位
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営

年

第
三
十
三
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右
に
よ
れ
ば
雨
期
聞
を
通
じ
て
.
秋
の
牧
穫
高
は
其
の
年
の
九
月
頃
よ
り
米
債
に
影
響
を
及
ぽ
し
、
十
月
に
入

ち
て
傍
程
密
接
左
な
り
、
翌
年
四
月
に
於
て
最
も
密
接
と
な
ち
、
其
の
後
は
漸
衣
薄
ら
ぎ
つ
つ
九
月
頃
ま
で
離
績

す
る
。
而
し
て
十
月
に
入
り
て
雨
者
の
閥
係
が
頓
に
薄
ら
ぐ
を
見
る
は
、
更
に
新
米
と
の
闘
係
が
生
十
る
矯
め
に

し
て
、
古
米
と
の
関
係
は
之
に
よ
っ
て
厘
倒
き
る
る
か
ら
で
あ
る
。
併
し
そ
れ
は
全
然
消
滅
す
る
も
の
で
は
な

く
、
牧
穫
の
翌
々
年
迄
は
、
微
弱
な
が
ら
米
債
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
瞭
と
な
っ
た
。
深
川
正
米
相
場
に
就
て

は
、
累
年
の
牧
穫
高
炉
米
慣
に
封
し
て
最
も
深
い
聞
係
を
有
す
る
時
期
は
、
牧
穫
年
度
の
十
月
か
ら
翌
年
の
九
月

迄
で
め
る
。
故
に
枚
権
高
と
疋
米
相
場
と
の
閥
係
営
研
究
す
る
に
際
し
て
は
、
年
平
均
米
債
を
十
月
|
|
九
月
に

匝
切
っ
て
算
出
す
る
の
が
、
最
も
歪
常
で
あ
る
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
右
の
後
期
は
大
正
十
年
よ
り
昭
和
玉

年
迄
の
十
箇
年
に
過
ぎ
宇
、
加
ふ
る
に
大
正
十
二
年
九
月
は
関
東
震
災
の
た
め
に
、
相
場
を
快
〈
が
故
に
、
耽
穫

高
と
米
債
と
の
開
係
は
多
少
不
正
確
と
な
り
、
例
外
と
し
て
米
作
の
繁
々
年
の
九
月
に
向
ほ
割
合
高
き
相
関
係
載

を
見
出
す
と
は
い
へ
、
上
越
せ
る
如
〈
、
営
年
の
牧
穫
高
と
最
も
密
接
な
る
期
聞
は
、
営
年
の
十
月
よ
り
翌
年
の

九
月
迄
で
あ
る
こ

E
は
、
疑
ふ
傍
地
な
き
所
と
考
へ
ら
れ
る
。

五

以
上
の
研
究
に
譲
り
、
牧
穫
高
と
米
債
(
深
川
正
米
)
と
の
開
係
を
研
究
す
る
に
際
し
て
は
、
肱
種
営
年
の
十
月

よ
り
翠
年
九
月
迄
を
一
ヶ
年
と
す
る
年
卒
均
米
債
を
採
る
べ
き
こ
と
が
瞭
と
な
っ
た
。
市
し
て
米
債
の
騰
落
そ
の

も
の
は
、
或
は
一
般
物
慣
に
共
通
な
る
原
因
に
基
く
こ
と
あ
ち
、
或
は
米
債
に
特
有
な
る
原
闘
に
基
く
こ
と
が
あ

る
。
従
て
股
穫
高
と
米
債
と
の
関
係
を
研
究
せ
ん
と
す
れ
ば
、
強
め
前
の
原
因
よ
り
来
る
債
格
の
盤
勤
を
除
去
せ

八
九

収
穫
高
と
米
僚
と
の
閥
係

第
三
十
三
巻

i¥ 
九

第

披



牧
穫
高
と
米
債
と
の
関
係

第
三
十
三
巻

第

苦慮

九
C 

7L 
O 

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
，
か
た
め
に
は
累
年
の
米
債
全
除
す
る
に
累
年
の
物
債
指
数
含
以
て
し
、
業
の
商
を
以
て

米
債
を
表
示
す
る
敷
値
と
認
む
べ
き
で
あ
る
。
然
ら
ぱ
此
の
際
如
何
な
る
物
債
指
数
を
用
ゆ
べ
き
で
あ
る
か
。

か
か
る
目
的
の
た
め
に
は
、
普
通
、
日
銀
卸
貢
物
債
指
数
が
、
そ
の
ま
ま
利
用
ぎ
る
る
を
常
と
す
る
。
同
物
債

指
数
が
輩
純
算
術
卒
均
法
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
て
ゐ
る
騎
に
つ
き
、
ま
た
代
表
商
品
の
選
持
等
に
就
き
.
世
上
多

少
の
非
難
あ
る
に
拘
ら
す
、
一
般
に
利
用
き
る
る
所
以
の
も
の
は
、
同
指
数
が
古
〈
よ
り
行
は
れ
.
且
つ
一
樺
威
ゐ

る
機
関
に
依
て
畿
表
せ
ら
る
る
た
め
で
あ
ら
う
っ
併
し
我
々
は
日
銀
物
債
指
数
そ
の
も
の
に
就
て
も
、
一
腰
の
吟

味
を
試
み
、
ぞ
れ
が
、
一
一
般
物
慎
鍵
動
の
指
標
と
し
て
如
何
な
る
快
貼
を
有
す
4
0
か
、
吾
々
が
之
を
一
般
物
償
援

動
の
捌
肢
と
し
て
月
ゆ
る
僻
に
は
川
判
封
一
寸
ず
の
方
以
を
阿
川
り
お
こ
と
じ
、
弓
J
L
M

抑
勢
和
阿
川
必
謝
な
さ
が
み
ゲ
}
科
究

せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
此
の
軸
に
就
て
は
森
田
、
峰
川
雨
氏
の
詳
細
な
る
研
究
が
存
す
る
。

日
銀
物
債
指
数
は
五
十
六
種
商
品
の
算
術
平
均
よ
り
な
る
。
而
し
て
普
通
の
算
術
平
均
の
場
合
に
於
て
は
、
『
系

列
の
各
項
の
値
は
、
め
る
偶
然
的
な
原
因
に
基
づ
〈
結
果
を
合
ん
で
お
り
、
本
質
的
な
る
値
は
歪
め
ら
れ
て
現
れ

て
ゐ
る
が
、
か
か
る
偶
然
的
原
因
の
結
果
(
訣
き
の
大
い
き
は
、
正
負
の
方
向
に
於
い
て
等
し
ノ
¥
そ
の
起
る
度

教
は
同
様
で
あ
り
、
小
な
る
誤
差
は
、
そ
の
起
る
度
敷
に
於
て
、
大
な
る
誤
差
よ
り
大
で
ゐ
り
、
此
の
系
列
に
於

け
る
誤
差
は
、
此
の
正
負
の
限
界
内
に
何
れ
も
起
こ
る
も
の
で
あ
る
と
般
定
し
、
平
均
値
と
は
、
か
か
る
本
質
的

な
る
値
(
真
値
)
の
近
似
値
な
り
と
す
る
。
此
の
意
味
よ
り
す
れ
ば
、
平
均
値
と
は
、
此
の
平
均
値
を
中
心
に
し
て

各
項
の
値
の
分
布
，
か
封
購
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
其
の
分
布
曲
線
が
釣
錆
形
(
正
規
日
間
線
)
を
示
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
』

重量回優三氏、貨幣償値と物質指駿(国民~~!1i'i'雑誌、第40:t是正放、第4'巻'!涜、 2

披)
略川虎三氏、王者勢来償陀就いで{経済論議fit_12傘2'iJJt)
姥川氏、上掲論文 57--58頁z) 



然
る
に
日
銀
卸
責
物
憤
指
数
は
此
の
性
質
を
有
つ
で
あ
ら
う
か
。
森
田
氏
が
日
銀
指
数
に
就
て
賓
際
に
研
究
さ

れ
た
所
に
よ
れ
ば
、
債
格
盤
動
を
一
不
す
指
数
の
系
列
に
は
著
し
い
集
中
的
傾
向
が
存
す
る
が
.
此
の
指
数
系
列
の

度
数
分
散
曲
線
は
一
般
に
債
格
勝
賞
の
方
向
(
正
の
方
向
)
に
向
っ
て
非
封
璃
的
で
あ
る
。
而
も
氏
は
前
年
基
準
の
連

鎖
式
を
選
ば
れ
た
る
に
拘
ら
子
、
明
治
三
十
四
年
乃
至
大
正
十
三
年
の
聞
に
於
て
、
分
散
係
敷
は
五
・
七
扮
(
大
正

二
年
)
乃
至
ニ
ニ
・
同
外
(
大
正
九
年
)
の
低
を
示
し
て
ゐ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
日
銀
指
数
の
算
術
平
均
に
は
、
著
し
き

誤
差
の
差
遣
が
あ
り
、
其
の
正
確
性
を
失
は
し
む
る
こ
と
を
一
示
す
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
出
向
ほ
森
田
氏
の
計

算
に
よ
れ
ば
、
大
正
二
年
の
物
憤
指
数
に
就
い
て
見
る
に

U

標
準
偏
差
は
"
明
治
三
十
三
年
、
明
治
四
十
年
、
明

治
四
十
四
午
、
大
正
元
年
七
認
の
基
準
や
ふ
へ
ろ
ア
』

2
に
依
h
ノ、引け入、一一一

L
?
七
じ
、
日
二
二
一
二
、
一
了
七
八
、

五
・
六
人
と
な
り
、
そ
の
分
散
係
数
と
し
て
二
七
・
入
、
ニ

0
・
六
、
一
一
・
一
、
五
・
六
の
一
備
を
得
る
所
よ
り
し
て
、

「
憤
格
指
数
曲
線
の
分
散
は
比
較
せ
ら
る

A
二
時
貼
の
距
離
が
大
な
る
に
従
て
大
で
あ
り
、
従
て
憤
格
壇
勤
の
集

中
的
傾
向
は
時
賠
距
離
の
短
い
程
大
で
あ
ふ
内
』
と
云
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
日
銀
指
数
は
不
通
営
な
る
算
術
平
均
を

一
般
物
憤
鍵
勤
の
測

採
る
上
に
、
更
に
明
治
三
十
三
年
十
月
を
基
準
と
す
る
同
定
指
数
営
採
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

度
と
し
て
の
正
雌
性
は
一
層
損
は
れ
て
ゐ
る
。

然
ら
ぱ
一
般
物
債
獲
動
の
測
度
と
し
て
日
銀
物
債
指
数
が
有
す
る
快
陥
を
除
去
す
る
に
は
、
如
何
な
る
方
法
に

よ
る
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
務
何
卒
均
に
劃
す
る
誤
差
法
則
に
於
て
は
、
左
側
は
有
限
で
あ
っ
て
零
が
其
の
限
界
で

あ
る
が
、
右
側
は
無
限
大
に
増
加
し
得
る
。
換
言
す
れ
ば
負
の
誤
差
は
有
限
で
あ
る
が
、
正
の
誤
差
は
無
限
に
大

で
あ
り
得
る
。
然
る
に
日
銀
物
債
指
数
は
、
上
過
の
如
く
、
正
の
方
向
に
非
調
溝
的
な
る
が
故
に
、
日
銀
物
憤
指

収
穫
高
と
米
僚
と
の
関
係

第
三
十
三
谷

九

九

第

君主

森田氏、上掲論文、民の二、 p.131. 

森田氏、同上論文、 p. 13[. 



牧
穫
高
と
米
債
と
の
閲
係

第
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巻

:Jr. 

第

由主

九

教
を
幾
何
卒
均
に
換
算
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
其
の
有
す
る
非
調
帯
的
曲
線
を
調
帯
的
な
る
曲
線
に
引
直
す
こ
と

を
得
る
の
で
あ
る
。
更
に
債
格
指
数
の
集
中
傾
向
は
、
比
較
せ
ら
る
べ
き
二
時
貼
聞
の
距
離
が
短
か
け
れ
ば
短
か

き
程
、
愈
々
大
と
な
る
。
換
言
す
れ
ば
債
格
指
数
系
列
の
分
散
度
は
、
其
の
二
時
賠
聞
の
距
離
が
小
な
る
程
、
愈
々

小
き
く
な
る
所
で
あ
る
。
此
の
目
的
の
た
め
に
は
、
前
月
基
準
の
連
鎖
式
指
数
を
選
ぶ
べ
き
で
あ
ら
う
。
以
上
の

二
理
由
に
よ
っ
て
、
日
銀
指
数
は
前
月
基
準
の
幾
何
平
均
に
之
を
換
算
し
、
之
を
蓮
鎖
式
の
指
数
ど
な
す
こ
L
」に

一
般
物
憤
盤
動
の
測
度
'
と
し
て
利
用
し
得
る
遣
が
聞
か
る
る
で
あ
ら
う
。

よ
っ
て
、

併
乍
ら
日
銀
物
慣
指
数
を
前
月
基
準
の
終
何
平
均
に
換
算
す
る
こ
と
は
、
容
易
な
る
業
で
な
〈
、
ひ
と
り
の
努

力
十
一
日

τし
τは
到
底
矩
日
時
間
仁
一
按
算
を
ヲ
し
特
べ
〈
も
な
レ
。
初

τ犯
は
明
拾
三
十
三
年
十
月
よ
り
原
和
五

年
九
月
に
至
る
三
十
箇
年
の
期
間
に
豆
り
、
累
年
に
於
て
、
五
十
六
種
の
個
々
の
商
品
に
就
て
、
十
月
ー
ー
ー
九
月

を
一
箇
年
と
す
る
年
度
の
年
算
術
卒
均
を
求
め
、
か
〈
し
て
得
た
る
倒
々
の
五
十
六
種
の
商
品
の
夫
々
の
算
術
年

卒
拍
}
を
、
前
年
度
を
基
準
と
す
る
指
数
に
換
算
し
、
か
く
し
て
特
七
る
前
年
基
準
の
五
十
六
種
商
品
の
指
数
よ

り
、
そ
の
幾
何
平
均
を
求
め
、
之
を
蓮
鎖
式
指
数
と
な
し
た
。
卜
月
ー
ー
ー
九
月
を
一
ヶ
年
と
す
る
年
度
を
と
り
た

る
は
、
営
年
の
牧
穫
高
?
と
最
も
密
接
な
る
米
債
は
、
営
年
十
月
よ
り
矧
年
九
月
に
至
る
一
ヶ
年
の
米
債
な
る
を
以

て
、
此
の
米
債
よ
り
一
般
物
債
盤
動
の
影
響
を
除
去
す
る
た
め
に
は
、
一
般
物
債
指
数
も
亦
、
右
の
期
聞
を
年
度

と
す
る
年
平
均
に
換
算
す
る
必
要
が
め
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
在
の
採
れ
る
日
銀
物
債
指
数
の
換
算
は
、

前
月
基
準
の
幾
何
卒
均
を
求
な
る
に
代
り
に
、
前
年
基
準
の
幾
何
卒
均
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
前
月
基
準
の
幾
何

平
均
に
比
し
、
前
ほ
粗
雑
な
る
を
免
れ
な
い
で
あ
ら
う
。
併
し
今
は
、
こ
れ
を
以
て
満
足
す
る
外
は
な
い
。
な
の



換
算
に
な
る
、

年
度
と
す
る
)

前
均
敷

、
平
指

数
何
鎖

指
幾
連

俣
の
の

物
準
某

銀
基
に

日
年
並

第六去

前
年
基
準
の
幾
何
平
均
、

之
が
蓮
鎖
式
指
数
を
、

日
銀
の
固
定
基
準
指
数

(
十
月
1

1

九
月
な
一

に
謝
比
す
れ
ば
左
表
の
如
〈
で
あ
る
。
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U
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1

1

1

1

1
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和

一
昭

一

P
O
ρ
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リ

ウ
a
Q
O
Q
μ

年

註
、
大
正
十
四
年
六
月
、
従
来
の
五
十
六
種
目
商
品
巾
、
肥
料
糠
、
刻
賞
、
毛
儒
子
、
生
漆
、
木
搬
の
六
回
聞
が
削
ら
れ
、
新
に
統

安
、
牛
内
、
毛
織
称
、
羅
紗
、
鈴
、
苛
性
曹
達
の
六
悶
聞
が
加
へ
ら
れ
た
。
何
で
大
正
十
三
年
+
月
よ
り
十
四
年
九
月
に
至
る
一
ヶ
年
に
於
て

は
、
制
除
さ
れ
た
る
六
商
品
の
夫
々
の
八
ヶ
月
(
大
正
十
三
年
十
月
よ
り
十
四
年
五
月
迄
)
の
平
均
を
以
て
、
右
大
商
品
の
同
年
度
の
平
均
と
し

て
取
扱
ひ
、
新
に
加
へ
ら
れ
た
六
商
品
は
、
周
年
度
に
於
て
は
之
を
計
算
外
に
置
い
た
。
次
年
度
(
大
正
十
四
年
十
月
よ
り
十
五
年
九
月
迄
)
の

基
準
と
な
る
べ
き
、
各
商
品
の
前
年
度
町
平
均
指
数
の
内
で
、
十
四
年
中
ハ
月
新
に
加
へ
ら
れ
た
る
大
商
品
の
各
々
の
年
平
均
持
激
は
、
日
銀
の

『
東
京
物
償
調
』
月
報
」
白
、
『
前
年
同
月
』
の
指
数
醐
酬
の
括
郎
内
の
数
字
よ
り
之
を
算
出
し
た
。

フ
ラ
ン
ネ
ル
、

... 圃，、

以
上
の
諸
階
段
を
経
て
、

愈
々
山
収
穫
高
と
米
債
と
の
関
係
を
研
究
す
べ
き
順
序
と
な
っ
た
。

一
般
物
債
捷
動
の
影
響
を
除
却
す
る
。

を
累
年
の
物
償
指
数
(
第
六
表
向
)
を
以
て
除
し
て
、

先
づ
累
年
の
米
債

而
し
て
斯
く
し
て
得

牧
穫
す
同
と
米
債
と
の
関
係

第
三
十
三
巻

九

第

競

丸
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同
一
期
間
の
材
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数
二
次
拘
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線
、
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蜘
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薮
直
線

第七表

号た

衣
の
戴
値
を
得
る
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日

U
Z
Mぬ
を
常
飲
的
で
見
る
も
、

E
ナ
る
程
度
に
於
て
は
、
封
数
直
線
に
比
し
て
優
れ
る
も
の
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
か
ら
、
比
般
的
簡
単
な
る

年
(-vz己
主
)
の
趨
勢
線
と
し
で
は
、
明
治
三
十
四
年

1
1
一
=
十
五
年
乃
至
昭
和
凶
年
'
I
1
五
年
四
期
聞
に
常
飲
め
た
る
、

R
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ι
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か
れ
が
お
烏
し
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E
と
る
と
と
ふ
し
た
。
但
し
大
正
五
年
を
原
監
と
す
る
。

F
7
4
1
i
l
i
-
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以
下
米
債
(
己
目
白
血
門
白
色
)
に
劃
す
る
営
年
の
枇
種
高
、
前
年
の
股
穫
高
、
前
々
年
の
牧
穫
高
の
各
種
の
車
関
係
を

研
究
す
る
。
此
等
の
諸
関
係
を
瞭
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
営
年
の
牧
穫
高
は
幾
年
後
迄
米
債
に
影
響
を
及
ぼ
す

か
、
所
謂
統
計
皐
上
の
時
の
遅
れ
(
一
括
)
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

そ
れ
に
は
、
第
七
表
記
載
の
米
債
(
己
主
主
邑
)

の
閥
係
的
偏
差
と
第
一
表
記
載
の
牧
穫
高
の
関
係
的
偏
差
と
よ
り
し
て
，
各
種
の
車
相
閥
々
係
を
求
h
u

れ
ば
よ

9 、、J。
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と
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C，'=D.032 

C3'=0.05i 
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血
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憶
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と
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慣
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畠

米
穫
ナ
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営
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度
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穫
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よ
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、
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に
よ
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て
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営
年
m
州
政
穫
高
と
米
債
と
の
聞
に
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、

れ
た
“

持
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3
0
0叫
坦

相
営
確
貫
な
る
反
比
例
的
な
関
係
が
あ
る
こ
と
が
賓
謹
き

次
に
牧
穫
高
の
麗
動
が
、

ど
れ
だ
け
米
債
を
動
か
す
か
を
見
る
た
め
に
は
、

九
に
劃
す
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九
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復
蹄
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求
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之
に
よ
っ
て
、
収
穫
高
じ
一
%
古
け
の
鐘
動
が
め
れ
ば
、
米
債

(
P
F
E
)
は
一
・
一
一
一
二
%
だ
け
、
収
穫
高
に

封
し
、
逆
比
的
な
麗
勤
を
な
す
こ
と
が
瞭
か
と
な
っ
た
。

コ
前
年
度
の
収
穫
高
と
営
年
度
の
米
債
と
の
関
係

t
u
山叩
l
H
l
2
5

師
ち
雨
者
の
聞
に
は
微
弱
な
る
逆
比
的
嗣
係
が
あ
る
。

日
前
々
年
度
の
牧
穫
高
ー
と
営
年
度
の
米
債
と
の
閥
係

卸
ち
雨
者
の
聞
に
は
明
瞭
な
る
聞
係
の
存
在
す
る
こ
と
を
認
な
る
を
得
な
い
。

以
上
の
研
究
に
よ
っ
て
瞭
な
る
が
如
〈
、
米
債

(UnES
に
及
ぽ
す
牧
穫
高
の
影
響
は
、
濁
り
営
年
の
肱
獲
高
の

み
に
止
ら
な
い
こ
と
は
瞭
ら
か
で
あ
っ
て
、
前
年
度
の
肱
櫨
高
も
米
債
に
作
用
し
つ
つ
あ
る
は
之
を
認
め
得
る
も
、

前
々
年
の
肱
種
高
も
亦
何
等
か
の
積
極
的
影
響
を
及
ぼ
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
之
を
買
罪
す
る
が
-
得
な
か
っ
た
。

従
て
牧
楼
高
と
米
債
と
の
相
関
々
係
を
測
定
す
る
に
営
つ
て
は
、
右
の
軍
相
閑
々
係
の
測
定
を
以
て
満
足
す
べ

き
で
は
な
い
が
、
さ
り
と
て
前
々
年
迄
逆
っ
て
多
元
相
闘
々
係
を
糊
定
す
る
の
要
は
な
い
。
故
に
在
は
蕊
で
は
、

営
年
度
及
び
前
年
度
に
於
け
る
牧
種
高
炉
営
年
度
の
米
慣
に
劃
す
る
複
闘
係
を
求
め
や
う
。

酌
嘗
年
度
及
び
前
年
度
に
於
け
る
牧
穫
高
が
嘗
年
度
の
米
債
に
費
す
る
多
元
相
闘
々
係

第
八
表
由
厳
値
よ
り
最
小
自
乗
法
に
よ
り
、

取
穫
高
と
米
債
と
の
関
係

第
三
十
三
巻

九
七

九
七

第
一
貌

Mill.，Statistical methods， P.F. 485以下参照。.) 
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副
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Z白
血

郎
ち
嘗
年
度
及
び
前
年
度
.
に
於
け
る
肱
穫
高
炉
営
年
の
米
債
に
劃
す
る
多
元
相
閥
々
係
の
係
敷
と
し
て
、

0
・六

七
三
入
念
得
た
。

rHω
回

H
I
-
-∞
由
司
自
吋

以
上
に
一
手
り
て
、
牧
種
高
と
米
債
と
の
諸
閥
係
に
就
て
考
察
を
試
み
た
。
本
研
究
に
よ
っ
て
、
明
ら
か
に
せ
る

諮
黙
を
要
約
す
れ
ば
左
の
如
〈
で
あ
る
ο

同
明
治
三
十
二
年
以
降
の
牧
穫
豊
凶
の
程
度
は
、
最
小
自
乗
法
に
去
き
、
二
次
拠
物
線
に
よ
っ
て
正
確
に
之
を

算
出
す
る
こ
と
を
得
る
。

間
h

収
穫
高
と
正
米
(
深
川
)
相
場
と
の
関
係
を
研
究
す
る
に
際
し
て
は
、
牧
穫
高
と
勢
比
す
べ
き
米
債
は
、
十

月
|

l九
月
'
グ
二
箇
年
正
す
る
年
平
均
を
採
る
を
妥
営
と
す
る
。

向
日
鉱
物
債
指
数
を
前
年
恭
準
の
幾
何
平
均
に
換
算
し
、
其
の
蓮
鏑
指
敷
伝
算
出
し
、
之
営
以
て
米
債
を
除
す

る
に
よ
っ
て
、
米
債
よ
り
一
一
般
物
債
麓
動
の
影
響
を
、
従
来
よ
り
も
よ
り
正
確
に
除
去
し
た
。

伸
之
に
よ
っ
て
、
肱
穫
高
と
米
債
(
宮
宮
内
品
)
と
の
開
係
を
求
h
u

る
に
、
嘗
年
の
牧
穫
高
は
翌
年
左
翌
々
年
と
の

米
債
に
影
響
を
及
ぽ
す
色
、
通
誌
の
如
〈
、
翌
々
々
年
度
に
迄
影
響
を
及
ぽ
す
も
の
に
あ
ら
引
さ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
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